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年度 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
回答人数 52 104 104 127 119 126 267






























































年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011
はい 5.1 8.7 15.7 27.7 28.3 25.8
いいえ 94.9 91.3 84.3 72.3 71.7 73.4
無回答 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7
年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011
はい 1.3 6.7 7.1 25.2 35.4 36.7
いいえ 98.7 93.3 92.9 74.8 63.8 62.5
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図６．PowerPoint 2010編のタイトルページ
新ヶ江　登美夫・泊　　　羊　子
 
 
（新ヶ江登美夫、挿入箇所：１０ページ） 
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（横：1 段幅、縦：なりゆき） 
（新ヶ江登美夫、挿入箇所：１０ページ） 
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（横：１段幅、縦：なりゆき） 
（新ヶ江登美夫、挿入箇所：１０ページ） 
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３．２　学生による評価
　2011年度の教育学部の１年次前期の授業「情報
処理Ａ」の２クラス（67人）に紹介し，利用して
もらった。最後の講義の時間に，この操作シミュ
レーションに関するアンケート調査を行った。回収
率は100% である。
　「このソフトは理解の手助けとしては良かったか」
の調査結果（表５）によると，「非常に良かった」
と「大体良かった」を合計すると90% 以上になり，
操作シミュレーションは学習の補助教材として，非
常に有効であると思われる。
　「どの段階で利用した方が良いか」の調査結果
（表６）によると，授業中に説明し使用させたため
か，「授業中」という回答が最多であったが，「復
習」の回答も多い。これは，理解度の低い学生に復
習で利用してほしいと思っていた著者の意図とも一
致していた。
　「PowerPoint 編の音声は必要と思いますか」の
調査結果（表７）によると，「必要」と「やや必
要」の合計が約42% ではあるが，「あまり必要では
ない」と「必要でない」の合計も約18% と少なく
ない。これは，理解度の高い学生にとっては，音声
を聞く必要はなく，逆に煩わしくなるものと思われ
る。
　「PowerPoint 編の問題は必要と思いますか」の調
査結果（表８）によると，「必要」と「やや必要」
の合計が約90% とかなり評価が高い。これは，理
解しているかどうかの学生による自己判断にもな
り，既知の操作能力に関しては問題だけを解いて確
認すれば良いので評価が高いものと思われる。
表５．このソフトは理解の手助けとしては
　　良かったでしょうか。
非常に良かった 41人（61.2%）
大体良かった 22人（32.8%）
普通である 4人（　6.0%）
あまり良くなかった 0人（　0.0%）
全く良くなかった 0人（　0.0%）
表６．良かった人に質問。どの段階で利用し
　　た方が良いと思いますか？（複数回答）
予習  5人（　7.9%）
授業中 43人（68.3%）
復習 38人（60.3%）
分からない 0人（　0.0%）
表７．PowerPoint 編の音声は、必要と思いますか。
必要である 11人（16.4%）
やや必要である 17人（25.4%）
どちらでもない 27人（40.3%）
あまり必要でない 8人（11.9%）
必要でない 4人（　6.0%）
操作シミュレーションを利用したコンピュータリテラシー教育の支援
図７．テキストの開始時のアニメーション効果
図８．テーマの変更の問題
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表８．PowerPoint 編の問題は、必要と思いますか。
必要である 45人（67.2%）
やや必要である 15人（22.4%）
どちらでもない 2人（　3.0%）
あまり必要でない 3人（　4.5%）
必要でない 2人（　3.0%）
４．おわりに
　本学部の新入生を対象として，2005年度から
2011年度までの入学前のコンピュータリテラシー
に関してアンケート調査を実施した。教科「情報」
の影響で2006年度からの新入生のコンピュータリ
テラシーは向上しているものの格差は拡大してい
る。これは，「情報処理Ａ」の授業での入力問題の
調査結果でも確認できた。また理解度の高い学生
も，詳細な操作技術や就職先の教育現場に即した活
用技術に関しては未熟であり，大学での情報処理教
育の必要性はある。
　20年程前の学生はキーボードのアルファベット
の位置が分からず日本語入力にかなり戸惑ってい
た。ただし，ほとんどの学生が同じ程度の技能から
始めていたので指導は容易であった。しかし，近年
キーボード入力に戸惑う学生はほとんどいなくなっ
たものの，コンピュータリテラシーの格差は広が
り，授業内の統一的な指導が困難になりつつある。
そのため，習熟度別のクラス分けを行う大学も増え
てきた。しかし，このクラス編成の方法もまだ試行
錯誤の段階であり，時間割編成上の制限の問題もあ
る。本論文の操作シミュレーションは，授業で紹介
し，利用した学生のアンケート調査結果から判断す
ると，かなり操作の手助けになったと思われる。こ
れにより，理解度の低い学生の底上げができるもの
と期待される。
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